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研究成果の総合評点：B 

研究成果に係る所見 

社会心理学的調査によって、被災後の「生きる力」に関して八つの因子を抽出し、それ

らの認知・神経科学的な検証・分析を行い、文理融合の成果をあげている。また、本研究

に基づく「災害を生きる力質問紙」を教育プログラムに導入することで、量的な評価を行

うことができており、現場の期待に応えているのは評価できる。震災時行動・経験との関

係について、地震の揺れを感じた際の迅速な津波避難や、避難所での問題解決、心身の健

康との関係が、現在公表済みである。残りについても報告されているが、データが未公表

なのは残念であり、早急に公表をお願いしたい。分析については、神経科学的な解析への

期待が大きい。さらに充実されることが望まれる。 

※ 「研究成果の総合評点」に対する標語は下記のとおり。

S．研究目的に照らして、期待以上の成果があった 

Ａ．研究目的に照らして、期待どおりの成果があった 

Ｂ．研究目的に照らして、十分ではなかったが一応の成果があった 

Ｃ．研究目的に照らして、十分な成果があったとは言い難い 


